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水産関係者とALPS処理水の関係



１９５４年 第五福竜丸被ばくをうけて、調査開始（俊鶻丸） → 「間接損害」

１９５０年～ 米ソ大気圏内核実験増加をうけて、調査を強化

１９６４年～ 米国原子力艦（潜水艦）寄港地の調査開始

１９７２年～ 深海への低レベル放射性廃棄物投棄予備調査開始

１９７4年～ 原子力船「むつ」の放射線放出事故 → 公的に「風評被害」という言葉が使用

１９８６年 チェルノブイリ事故対応調査

１９９３年 旧ソ連日本海への放射性廃棄物海洋投棄に対して、

IAEA、韓国、ロシアと国際共同調査

（科学技術庁、水産庁、海上保安庁、気象庁、原子力研究所、日本分析センター）

１９９７年 鳥島での米国の劣化ウラン弾誤射影響調査

１９９９年 東海村JCO臨海事故対応

2 0 11年〜 東電福島第一事故対応

中央水産研究所における主な放射能調査
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浚鶻丸錨（水産大学校、下関）ロシア船内



ALPS処理水（H-3水）の問題

燃料デブリの冷却 汚染水の発生 ALPS処理

H-3水が残る

タンク増設の限界

燃料デブリの取り出し設備の敷地が必要

汚
染
水
発
生
の
抑
制

社会的影響大
H-3水処理
（タンク撤去）

水をかけて冷却 放射性核種除去

方法によっては、

社会的影響（風評被害）考慮して
タンク保管

後で出てきた理由
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原子力発電所でのトリチウム

① 燃料の三体核分裂による生成→ALPS処理水の大部分のトリチウム

② 制御棒に含まれるホウ素-10の中性子吸収→通常稼働の原発から排出されるトリチウム

③ 冷却水の放射化

トリチウムとしては同じであるが、由来は異なる。

• 福島第一原発の放出管理目標値は、22兆Bq/年間
• 事故前の実際の放出量は、海洋放出2.2兆Bq/年間、水蒸気放出1.5兆Bq/年間
• 事故時に発生したトリチウム量は、約3400兆Bq（2069兆Bq@2020/1/1時点）
• タンク内にあるトリチウムが、約860兆Bq
• 建屋内の滞留水にあるトリチウムが、約30兆Bq (約 1180兆Bqは燃料内に残）
• 約110000L/日で建屋に地下水が流入→発生するトリチウム水はどんどん薄くなっていく。

量の情報（計算はざっくりです）



試験操業による水揚げ量の推移（トン）

試験操業䛾対象海域

◆底䜃き網䛿、試験操業対象
種以外䛾混獲䜢少䛺くす䜛た
䜑、沖合䛻限定した操業䜢して
い䜎す。

◆各漁法䛾許可䛾内容䜔漁業
権等䛾䝹䞊䝹䛻基づいて操業
が行䜟䜜てい䜎す。

試験操業䛿福島第一
原子力発電所䛾半径
10km圏内䜢除く福島
県沖䛷行䜟䜜てい䜎
す。

平成29年3月現在

• 2012年6月、3種より開始（タコと貝）。

• 約210種が試験操業対象種

• H30年春のアオノリの出荷で震災前の全ての漁業種類
が再開。

• 試験操業は、週2〜3日（全員参加ではない）。

現在の試験操業海域

7
（データは令和元年度第7回福島県地域漁業復興協議会資料より）

年 H22 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

水揚げ量 25,914 122 406 742 1,512 2,100 3,286 4,004 3,584

H22との比(%) - 0.47 1.5 2.9 5.8 8.1 12.7 15.5 13.8

福島県の水産業の状況（試験操業）

2020年2月より、出荷制限種は、ゼロ。
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野菜や果物の流通の仕組み

魚の流通の仕組み

（図は、東京都中央卸売場市場HPより）

福島産水産物の水揚げ量が増えない主な理由

○補償

△補償
△補償

相馬双葉の仲買人は事故後、
180人→20人弱に減少

一部の消費
者へ配慮

廃業（津波被
害もある）
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2010年 県別海面漁業生産金額
（農林水産省）

（百万円）

福島県 約180億円

北海道 約2260億円



漁業者

トリチウムは法令基準を守
れば放出しても安全です。 安全性はわかりました。

でも、風評被害が心配です。

科学的に説明すれば、風評
被害は心配ないです。もっ
とリスコミもやります。 では、現在の風評被害を

まず解決してください。

……………………

漁業者とALPS処理水（トリチウム水）の関係
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Ø 漁業者は、H-3水が危険だと思って反対をしていない。風評被害への懸念。

Ø 漁業者の最大の関心は、水産業の復興と生活基盤の確立。

Ø 福島の浜通りの復興には基幹産業の水産業の復興が不可欠（関連産業の復興）。

Ø タンクは強固（溶接タンクに置き換え）なので、タンク保管は、安全かつ最も風評被害が起きる
リスクが低い方法。

Ø タンク保管は、効率良く処理水の濃度を減らすことが出来る（12年で半減）。

Ø ALPS処理水の放出をしないために地下水バイパスやサブドレインの水の放出を容認したはず

（容認したら苦情がきた）。

Ø 漁業者が決定権を持っているかのような状況（報道）は問題。

ALPS処理水（トリチウム水）の論点

福島の復興 廃炉の推進 処理水の放出 風評被害発生 復興の妨げ

H-3水の処分や廃炉が目的化しているが、真の目的は復興！



多核種除去設備等処理水の取扱いに関する小委員会

目的（規約）：
小委員会は、東京電力ホールディングス(株)福島第一原子力発電所における多核種除去設備
等処理水の取扱いについて、トリチウム水タスクフォース報告書で取りまとめた知見を踏ま
えつつ、風評被害など社会的な観点等も含めて、総合的な検討を行うことを目的とする。

委員会での最大の課題は、風評被害をどう抑制するか？

委員会の社会科学系の専門家の意見は、
• タンクでの保管を継続する。時間が経過すれば、現状の風評被害
（固定化した経済被害）も徐々に解決していく。また、国民の
ALPS処理水の理解も進む。

エネ庁と東電は、
• タンクを置く土地がないので、タンク保管は継続できない。
• 風評被害対策は、これまで行ってきた対策を強化する。
（これまでの対策の検証はしない）
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ー森田追記ー

中間貯蔵施設 1600万m2（2045年までに県外搬出）

福島第一原発の敷地は、350万m2

計画は137万m3→ 約30万m2（敷地の南側のみ）

今後必要なタンク敷地が、約34万m2
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現状の法律だと、廃炉(廃止措置終了) ＝ 更地(放射線管理不要の状態）



風評被害を抑えるには？

• リスクコミュニケーションの充実？
→ そもそも現状の風評被害も解消されていない。

• 検査を充実させる？ →福島県の米全袋検査は成功？（年間80億の費用）
→福島産の米は、事故前より価格が低く、業務米に使用されている。

ー検査の問題点ー

• 放射性Csの場合、結果がでるまで2時間程度だが、
トリチウムの場合、2ヶ月弱（魚の場合）。

• 放射性Csの100Bq/kgのような基準値が存在しない
（現行の基準値にトリチウムを考慮していない）。



トリチウムは、そもそも安全なのか？
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⋜．崰嵒崩崎嵈峒峙୦岵？（ଣೝ性ସ峒峁峐峘௴点岵峳） 

＜崕嵤嵅崌嵛崰＞ 
1. 崰嵒崩崎嵈峙β峼ଣ出峃峵岞 
2. 崰嵒崩崎嵈峘物理的半減期*3峙 12.3年峑岬峵岞 
3. 崰嵒崩崎嵈岶ଣ出峃峵β峘崐崵嵓崖嵤峙平 5.7 keV 峑岬峵岞 
4. 崰嵒崩崎嵈岶ଣ出峃峵β峘崐崵嵓崖嵤峙శଞ峕岹ཝ峼通過峑岷峔岮岞 
5. 崰嵒崩崎嵈峕峲峵ଣೝ峚岹峙崰嵒崩崎嵈水峘ล入嵣ၭ取嵣ล収峕峲峵内部峚岹*4 峑

岬峵岞 
 
崰嵒崩崎嵈（3H）峘物理学的半減期峙 12.3年峑岬峴岝峇峘 1g岬峉峴峘ଣೝ能峙 3.56 

x 1014 Bq峑岬峵岞崰嵒崩崎嵈峙原子ற岶不安定峑岬峵峉峫岝安定化峃峵峉峫峕平峑 5.7 
keV岝最大峑 18.6 keV 峘β峼ଣ出峃峵岞
生化学୩ୠ峕岴岻峵ଣೝ性同位元ಞ峼用
岮峵実ୡ峑峲岹用岮峳島峵嵒嵛 32（32P）岶
ଣ出峃峵β峘最大崐崵嵓崖嵤峙 1,711 
keV岝峨峉動物化石峮物峘年代定峕用
岮峳島峵ຍಞ 14（14C）峘ଣ出β峘最大
崐崵嵓崖嵤峙 156 keV 峑岬峵岽峒岵峳岝崰嵒崩
崎嵈岶ଣ出峃峵β峘崐崵嵓崖嵤峙శଞ峕
岮岽峒岶峹岵峵（３）岞峇峘峉峫岝崰嵒崩崎嵈
岶ଣ出峃峵β岶ง峑岷峵（ఄங）
峙ா峫峐ಢ岮岞崰嵒崩崎嵈峙峥峒峽峓岶崰嵒崩崎
嵈水峒峁峐ோ在峃峵峘峑岝水中峑峘峚岹峼考
岲峵峒岝平峑峹峄岵 0.56 μm岝最大峑 6 
μm 峁岵峔岹岝約 10 μm 峘直ྫྷ峼有峃峵動
物ཝ峘ற峼通過峃峵岽峒峙峑岷峔岮岞峁峉岶
峍峐岝崰嵒崩崎嵈峕峲峵ଣೝ峚岹峙岝外部
峚岹*4 峑峙峔岹岝崰嵒崩崎嵈水峼体内峢ล
入嵣ၭ取嵣ล収峕峲峴取峴込峪岽峒峕峲峵内部
峚岹峑岬峵岞 
   

 3．崰嵒崩崎嵈峔峓岶ଣ出峃峵β峘崐崵嵓崖嵤 

*3 物理学的半減期：ଣೝ性物ସ岶ശ変峕峲峴元峘半分峕峔峵峨峑峘時間峑岝ଣೝ性றர峕峇島峈島ಕ有峘峬峘峑
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＜崕嵤嵅崌嵛崰＞ 
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エネ庁HPより 規制を守れば安全。
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結 論

• 地元の理解が得られない状況では、土地を確保してタンク
保管を継続するしかない。

• 地元の理解を得るためには、現状の風評被害（固定化した
流通経路の歪み）を、まず解決すべき。


